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１ 事業概要 

〇 国は、ＣＰＴＰＰ協定や日ＥＵ・ＥＰＡ、日米貿易協定の発効による国際化の進

展を背景に、畜産農家の収益力や生産基盤を強化することを目的に平成 26年度補正

から畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業を創設。 

〇 本事業では、地域の関係者等で構成する畜産クラスター協議会に対し、規模拡大

等に伴う畜舎整備（施設整備事業）や省力化機械等の導入（機械導入事業）などを

支援しており、国は令和６年度補正予算において、319億円（所要額）を措置。 

〇 令和６年度補正予算では、酪農の取組に関して、施設整備は「搾乳牛舎と成牛舎」

を除き、機械導入は「増頭しないこと」を条件に要望の受付が再開された。 

 

２ 道の要望に対する配分等状況 

（１）施設整備事業                         （百万円） 

振興局等 
要望状況 配分状況 

件数 事業費 要望額 件数 補助金 うち飼料増産優先枠 うち新規就農優先枠 

石 狩 １ 1,228 500 １ 500   

オホーツク １ 19 9 １ 9 9  

釧 路 １ 90 38 １ 38 38  

根 室 ３ 415 181 ３ 181 64  

全 道 ２ 108 54 ２ 54  54 

合 計 ８ 1,859 782 ８ 782 111 54 

（２）機械導入事業 

  ○ 農林水産省及び(公社)中央畜産会は、本年１月～３月にかけて機械導入に係る要

望調査を実施。 

  ○ 北海道では、(一社)北海道酪農畜産協会を通じて［延べ 105 協議会・63.7 億円］

の要望を提出し、農林水産省及び(公社)中央畜産会は［延べ 105協議会・63.7億円］

の計画に対し配分を決定。   


